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このたびは本品をお買いあげいただを 
まことにありがとラございまず。 

♦ご使用になる前に、がずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書 J は、保証書と共に 
大切に保管しておいて<ださい。 

•取扱説日月書を紛失された場含は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


♦ま全のために必ずお守りください- 

♦使巧する塌巧 . 

♦各部のなまえ . 

•使巧前の準備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 


♦使いかた 

点义のしかた . 

炎の調節のしかた . 

省エネセンサー装置の使いかた- 

消火のしかた . 

でるでるおの使いかた . 

対屢自動消火装置 . 
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11-12 


•点検-手入れ . 

♦故障-異常の見分けかたと赃置方を- 

♦部品交換のしかた . 

♦保管(長期間使巧しない場台) . 

♦廃棄するとさ . 

•仕様 . 

•アフターサービス . 
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16-17 
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安全のために必ずお守りください 




ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するちの(ガソリン、ベンジン、シンナー) 
や、スプレーを使巧しないでくださし、。 

乂災や巧障の原因になります。 


確認 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただ< 
ことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


Q®®® 

この絵表示は、「禁止」 
されている巧容です。 

0 © 

この繪表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 


AA 


この絵表示は、「ミち意」 
していただくの容です。 


•説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための内容び記載されています。 


危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 




© 

換気 


A 警告 （ WARNING ) 


★換気必要 

• 換気せすに使用しつづけないで < だごい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中養になるおそれがあ 0 ます。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使巧中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新辭な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 

スフレー生やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでくだごい。 
熱で生の圧力び上びり、爆誇し、危険です。 



★力ーテン、可燃物近接厳禁 I 


カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないで<ださい。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I ''ーブの熱気で着义して、火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥ずるとス I ''ーブの熱気でゆれて落下して、乂災の原因になります。 


★落るとを消义 

寝るときやが出するとをは、必ず消乂し、义び消えていることを確認してくださし\ 
予想しない事故が発生ずるおそれびありまず。 


★給油時消乂 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下がってからおこなってください。 
乂災の原因になります。 



A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、 
または火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容をおしていまず。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ、重傷を負ラ可能性、 
または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される内容を示しています。 
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★異常時使用禁止 

におい、すずの発生、がの色など異背燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 
緊急の場合でをあむてずに、しんを下げて消义してください。 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒のか筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、ずすび発生するおそれがあります。 

' ★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々がを見て、正背燃焼していることを確ひめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒がずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 


異常!） 



0 

使用禁止 

0 

使用禁止 



★高温部接触禁止1 でし 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手など瓦れないよラま意して 

やけどのおそれびありまず。 椅 口 

★高電圧ま意 I ： - i F 

点火装置は、点火時に高電圧び発生します。点火プラグに不用意にさねらないでください。驾ミ'或^^ 
感電のおそれがあります。 

掃隙、点検.手入れをずるとをは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなつてください。 ^ 

★ふく射熱に長時間あた5な 

ス I ブの間近でみく射熱に長時間あたりつづけると、あ溫やけどや脱水症がになるおそれが V r 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気のちなどの暖房には充分に注意して/ 

ください。_ 

[★ほこりの除去 

反身が反、置台、製品内部のほこりをとさどを除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビこールなどを入れないよラに注意して<ださい。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 


接触誤止 

显 

感電を意 


やけど注意 


〇 


★移動•運搬ずるときがま羣 

•ス|-ーブを移動する塌合は、必ずミ肖乂し、ス I ブの温度が充分下びってから、油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、潭池ケースから啓輩池をおりはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの灯ミ田を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれて、周固を巧すおそれびあります。 


f 


★燃 焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。ぎた、転倒すると义がになるおそむびあります。 


★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなつてくださし、。 

火災のおそれがありまず。 

★を質打油禁止 

蜜寶巧油(持ち越したな油など）、不純な油(巧油じ(がの油•水-ごみび混入した巧油など）を使用しないで 
<ださし、。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、点火でをない、乂が消えない)の原因になります。 


0 


A ミ主意 （CAUTION) 


★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで < ださし、。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ0ます。 


么警告 （WARNING) 








き全のために必ずお守り < ださい 


A ま意 （CAUTION) 


女巧震自動消义装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回け上、巧震自動消乂装置を作動ごせて確実に消乂することを確かめて 
ください。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修理してくださし、。 


★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ず トヨストーブ 純正部品(指定された部品!)を使用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障やそ想しない事故び発生するおそれ 
びありまず。_ _ _ 


★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険でず。 


★軸煩、脱!臭フィルター使巧禁止 

市販の触媒や脱臭フイルターをストーブに取 D 巧けたり I 燃焼筒の上にのせたりしないでくだごい。 
異萬燃焼や火災の原因になりまず。 


★お子様やお年寄りのご使巧にま雪 

おデ穗やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場含は、ス I ブの取扱い、部屋の換気、离温部への 
接触によるやけど、低温やけどや脱水症がなどについて周囲の人が巧分に注意してください。 


★巧管時にしていただ<こと 

•長期間使用しないとき及は保管するとさは、必ず I 灯油を撮いて、蟹池ケースから乾電池を取りはずして 
<ださい。 

愼けたり、横倒しの状態では巧管しないでくだごい。 

乂災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(から焼きクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 


★廃棄するとを 

ストーブを廃棄処分するとさは、必ずミ由タンク、油受けどら巧の巧油を抜さ取 D 、 踏池ケースから乾堅池を 
取りはずしてくだごい。 （17 ページ参照） 

丹油や乾電池が入ったまま廃棄すると U ヴイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあ D ます。 


★次の場所では使用しない 

火災や予想でさない事故や故障の原因にな D ます。 


( 水平でない場所、不安定な場所 ) ( 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) 惊用禁止 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで ■風のあたる塌所や屋外では使用しないでください。 

<ださい。 炎び出てち検です。 

巧漂自動消火装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気があたらないよラ注意してください。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 ♦部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかったり 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。 つまずく場所で使用すると、乾倒して事故や火災が 

乾落した0、乂災になるおそれびあります。 起さるおそれびあ D ます。 


( 暖炉などストーブげ团われる場所 ) ( 不ま定な物 をのせた棚などのでつ 

•瞪がや押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落下物によ0乂災び起きるおそれびありまず。 

ミミ貧 S 献-むぃ计 C 直射曰光のおたる場所、温度の高い場所） 

r 会亡り謂三媒百 C ^ • 異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

しは (-D で/お 巧^のをい場 F/T J •油タンクの'打油があふれ出て义災のおそれびあります。 

•粉類や繊維を取扱う場所や温室•養顯場など、塵やほこ。の f 巧が性ガスの墳ホずる揚目斤まわは卜まる揚前 ') 
多い堤所では使用しないでください。 ま。 3：7 L ま々柄所 ； 

燃焼用空気（酸素）をお入れる箇所が目づまり状態になり、•爆発や火んの原因(しなります。 

異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化ぎ葉品を使ラ場所 ') 

r 温室•飼育室 など人のいない場所 ) •化学薬品びス I ブの熱で変化し、器具の故障や、 

•使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれび腐食性ガスの発生により金属•鏡.ガラスなどを傷め 
あります。 る原因となります。 


〇 


確 I 


な 


分解禁止 


0 

使巧禁止 



〇 

指示 





★可燃物（木壁、合 板、ふずまなど）との距離を離す 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定!;(上の距離を保つよラにしてください。 
• ストーブ上方の棚などとの距離は必ず]の拟上あけてくださし、。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具等か5はち図の指定し U 上の距離をとってください。 

(熱で変おや変色、自然発火することがあります。） 


、.•寺てぅ 


Im 换上 
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使用前の準備 


スIブを取り出ず 


燃焼筒をセットずる 


1包装箱に表示してある r 包装の巧容」をご5んになったラえ 
I で、包装箱から包装材などを取 D 徐き、製品を傷付けない 
ように取り出してくだごし、。 

-お願い- N 

包装巧は可燃物でずから、必ず取り除いてください。 


ガードのち下すみを少し持ち上げ 
て手前に引き、ガードを開けてく 
ださい。 



燃焼筒の外筒(ル)の浮を上びりび 
ないか調べてください。浮を上び 
りびあると、異常燃焼を起こすお 
それびあ0ます。 

浮さ上びりがありました5、が筒 
(ル)を下に巧さえて、をちんとは 
め込んでくださし、。 

燃焼筒をしん調節器の上に正しく 
セツトして<ださい。 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かし、燃焼筒び正し<セットされ 
ているか確かめて < ださい。 


すさ間のないこと 


燃焼筒を納めている包装材を 
取り除を、燃焼筒を取 D 出し 
て < ださい。 

燃規商_ 



\覆‘ンポ-ル) 


ガードを、ちとのの置に閉じてく 
ださい。 


@燃料は灯油(山51号巧油)を必ず使用してください。 

@変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでくださし、。 


A ち険 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくださし、。 
が量の混入でち、火災の原因になります。 



•誤ってガソ IJ ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、しん調節つまみを r 緊急消火」の巧置まで強く引 
さ上げて消乂してください。 

• 変質丹油(持ち越した好油など)、不純;阿油(灯油むかの油‘水- 
ごみび混入した打油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•市販ごれている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださし、。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

货な油の保管のしかた iCN 


灯油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を収をかけます 
(义の気のない所でおこなってください） 

〇な油 1 X ガソリン 


•打油は必ず乂気、雨水、ごみ、离湿 V 

および直射日光を避けた場所に保管 
してください。 

• 打油の容器は専用のをれいな容器を ^ 

使用してください。また好油容器は 解回切 ジ 
必ず JIS 認定品で色つさの'な油専用 严。1 。^ た 
容器を使用してください。 fl 

• 灯油容器巧の巧油びかないと温度変 " 

化により結露して水びたまることび I ' N く 
あります。 

• ドラムちなどで、長期間大量にイ呆曽しないで< ださい 
•お子様の手のとどかない巧に保管して<ださい。 


( _ 変質灯油とは _ 

• 古い打油。（ひと夏持ち越したな油） ♦ 

•長期間、日光の当たる場所や、温度の r 

高い場所に保营した灯油。 \ \ 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色をい打油は^使 
の容器で保管した丹ミ由は変質しやすい。^なぃ夕 
• 変質のひどいをのは黄色はをおびたり、 f ' こ 

すっぱいにおいびします。 Q 

• 変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持 I . 

ち越さないよラにしてください。 1 


0 


义気な禁) 


漂れたままです。 

良い保管 

直射日光、雨水び当たらず、 
乂気のない冷暗巧へ保管 


_すぐに乾いてしまいます。 

悪いお管 

直射日光、雨水の当たる 
ベランダなど、室かの保管 




0 


0 

使用禁止 


_ 不純打油とは 

I な油切巧の油（ガソ U ン、シンナー、天ぶ 
5油、機械油、重油など)びほんのがしで 
ち混入した巧油。 

水やごみび混入した灯油。 


0 

使用禁止 



\入れないでノ 




乾電池を取り付ける 


でるでる つまみの位置の確認 


•乾電池は別売です。 

• 市販の単二形乾電池 （ 4個)を購入の上、本体を側の電池ケー 
スに、 ® G を正し<合わせて入れてください。 



操作部の扉を開け、 でるでるつまみび、 ①の位置にあることを 
確認してください。違っていましたら①にしてください。 

(詳し<は11、じぺージをお読みください。） 

Cj るで^ミ） 

①⑤⑤ 


新しい乾電池とちし唯電池、種類の違う乾電池を混ぜて使用 
しますと、点火できなかったり、点火しにくくなったり、液 
漏れや破裂する原因になります。 


でるでるつまみ \ 广^ 

-お願い- 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス)の破損、燃焼筒の密お、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてくださし、。 


変質灯油•不純打■油の見分けかた （コップに水を入れ、次に巧油を入れて背をに白い紙をあてます。) 


巧管期間び短く、水と同じ無色透明な かしでを色びついていたら使用しない。•紫が線で巧油びち化し7 


巧管期間び短<、水と同じ無色透明な 
jJ - 篇〇 ' 、ぃ - 



0 

使用禁止 


* 紫外線で巧油びち化した時は、灯油び 
変をしに<<見分けかたび難しくなり 
ます。 

ひと夏持ち越した灯油は無色透明でを 
絶列に使用しないで < ださし、。 


を質打油や不純灯油を使用ずると 

•お質なミ由や不純け油を使用しまずと、しんにを量の夕 
—ルびたまり、しんの巧端び固くなったり、点义しに 
くくなった0、しんが上下しにくくなった0、がび大 
をくならなくなった0、激しいにおいびしたりしまず。 
また， 

•水の混入した灯油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに丹油が残っていてもがびルさ 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのび混入し 
た打油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質な油や不純な油を使ったときの処置のしかた 


1油タンクや油受けざら内の悪い打油を抜さお0、良 
I 質の打油で内部を2〜3回洗をしてから良質の灯油 
に入れ醬えて < ださい。 

(悪い灯油び残っていると再発します。） 

2 1 巳ぺージ [^10 しんの 手入れをずる巧を 照して， 
しんの巧端の固くなつている部分を、ラジオペンチ 
などで段くつぶしてか6、しんのか5規をクリーニ 
ングをおこなってください。 

3 しんの手入れをおこなってを効まのないとさや、水 
びを星に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださし、。 

しんの取曾えは、販売店までお問い合わせ < ださし、 


-お願し、- 

変質灯油やす純の油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保詰期間中でち有料修理となります。 







使用前の準備 


給油のしかた 


このストーブには、給油の目まを示す「給油サイン」びついています。 

油タンクに灯油びあるとさは、 r 給油サイン」の色は r 緑」ですび、灯油びかなくなると「ホ」に蜜わ0ま 
す。 

ストーブを使用するとさは、とさどき給油サインを見て、巧油があるかどうか確認し、灯油びなくな 
る前に給油してくだごい。 

r 給油サイン」の色び r 赤」になりましたら、消火して、給油してくださし、。 


A 警告 


A 注意 


給油は、必ず消乂して、ストーブの温度び充分に下びつてからおこな 
つて < ださい。 

义災の原因になりまず。 


給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
义災のおそれびありまず。 


1 

0 



給油サイン 

なミ由が少なくなると 
赤色に変わります。 


ぶタンクを取り出す。 

•油タンクを取りおし、給油口 
□金を、左「〇」に回して取 
りはずしてくださレ。 

• 附厲品の「口を開閉具」を使用 
しますと、巧油で手を巧ごず 
に給油□□金の開閉びでさま 
す。 

•給油口 □金をお0はずす前に、 
先端の弁部を巧すと、給ミ由 □ 
□金び開けやす<なごます。 

油量計を見なが6給油 
する。 

• 市版の給油ポンプの先端をジ 
サバラの手前まで差し込んで、 
油壺計を見なび5給油して< 
だごい。（ホースびおけないよ 
ラに注意しなびら給油して< 
ださい。） 

•灯油は、巧壺許のほぼ上部(ち 
図の♦給迪位直)まで給油し 
てくだごい。 ' 

入れ週ぎますと、あふれ出る 
ことがあ0ますので巧分を意 
して < ださい。 



□金開閉具 , 
給;'由□□金 



こぼ打ま栓 
、弁 / 


3^をス 



おミ由也 a 


、ミ靑 a の位田. 


-お願い- 

I 油タンクの中にある r こぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上びっていると 
をは、弁を下へ押し下げてください。 
油タンクの中にあるにぼれまを」は、 

給ミを□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、お0はずさない 
でください。 


給油ロロ金をち「〇」に 離開閉員 .@1 
回して、しっかり締める。 挺をロロ 



い1 


給油□□まは確実に締めて 
ください。給油□□金を下 
にして、ミ由漏れびないこと 

A 警告 

を確かめてください。 ■■ 
総由□口金を斜めに締めた 
りずると、簡単に縱由□口確認 
金びはずれて、乂災の原因 
になりまず。 


[本巧の給油□□を〕 


• 附厲品の「口金開閉具」を使用 
すると、巧ミ由で手を巧さずに 
締めることびでさます。 

•油タンクか5油び漏れる状態 
で使巧しないでくだごい。 

乂災のおそれがあ0ます。 

•同時にを数の;'由タンクに給油 
する場合は、類似している給 prnum ^ 

油□□金びあ0ますので、間 kmmmm 

還そないようにしてください。 〔本巧の給油ロロを〕 

油びでなくなったり、故障の isl 

. S 題認詰 k しっか。 

締めておいてください。 

\ こぼれた I 灯油はよくふ 皂=3 

帮燕こ測ま必ずをれぃに 

ふさ取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをな0ます。 

) 油タンクをセットずる。 \\ i / 

< • 附厲品の「口金開閉具」を使用 

した場合は、 r □金開閉見を 1 

取りはずしてください。 1 

•油タンクを、本巧に正しく、 ___\ 

ゆっくりとセットして<ださ 

ぃ。 

-お願し、- 

才ート給油ポンプ(自動停止装置巧)を使用ずる場合 

•巿販のオート給油ポンプ(自動停止装置巧)のなかには、 
「こぼれまを」と干渉して、次のよラな不具合が態にな 
り、正しく給油でをないちのびあります。 

〔不具を]1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処围）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消拜していれば交換する。 
2自動停止しない。巧油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説日月書にしたびっ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場含は、直ち 
に給油を中止し、他の給ミ由ポンプ(手動式ポンプなど） 

を使用して、正しく給油してください。 





•スト_ブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると乂がの 
おそれびあります。 

■ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認してください。 


点乂のしかた 

•初めてお使いになるとさは I 点火後' 器具に付着して 
いるほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはな<な〇ます。 

•点义後しばらくの間は、がびま定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。し 
ばら<するとがびち定し、音びしな<なります。 


• 点乂つまみ(上側のつまみ)としん調節つまみ（下側のつま 
み）を r 点义 J の方向 （♦) にゆっくり止まるまで巧し下げる 
と、 巧屢 自動消乂装置は自動的にセットされまず。 

•この操作をおこないますと、点火することびあ0ます。 

-お願い-^ 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か5焼さクリーニ 
ング）をしたときは、給油を約巧分上待って、しんに巧分 
なな ミ 由が吸い上げられてか5な义してください。充分にのい 
上げ6れていない巧態で点义しまずと、しんを傷めます。 
，新しい乾電池を入れても、なに巧れもないのに点义しにくい 
場合は、13ぺージ r しんの修正」を参照して直してください。 


点乂つまみ（上側のつまみ）としん調節つ 
まみ（下側のつまみ）を、同時にゆっくり押 
し下げる。 

•扉を開け、点义つまみとしん調^- rr 一 

節つまみを同時に、 r な义 J のち I か火つまみ 

向け）にゆっくり完全に止まる 口 i 皆^] ■ FT 
まで、巧し下げてください。 い 1 
(しんび上げり点火します。） |{ 

• 点火操作の途中で「ピイー」と、 

スパーク音(メ□デイー音)びし I 
ますび、点火つまみはそのまま 
止まるまで押し切ってください。 

义が着いたことを確認ずる。 

•乂び遺いたことを確認したら、手を点火つまみからゆ 
っくりはなしてください。(点火つまみだけが上方に戻 
ります。） 

♦乂び舊いた後ち点乂つまみを押し下げたままですと、 
乾單池の消耗び早くなります。またカーボンび付着し 
て、点火しにくくなる原因になりまず。 

点义しにくい場合は 点乂 ____^ 

•点乂プラグがおから白煙び出て r ^。ミ A っ1 
点火しにくい場合は、点乂つま ' _ 

みを辞かにかしだけ戻して（手 胃 I で I グ 

の力を巧く）ください。それで 「 ， 

を点火しにくいとさは、しん調 g ご g 

節つまみを一旦少し上げてから 、 —■*U レ ジタ 

をう一度点火つまみとしん調節 

つまみを同時に、ゆっくりと押 /しん調節つまを 

し下げると点义しやすくな D ます。 

• しんにタールや力ーボンが付這したり、点义プラグび 
巧れてくると、点义しにくくなります。 

一 しんの手入れ、点义プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。 （13. 16ぺージ参照） 

•乾霞ミ也の電圧び不充分で点火しにくし攝合は、新しし、 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のうえ交換してご 
使用くださし、。 

燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 髓を邸溜 ! R ~ ■ 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 
くしん調節器にセットされている 

か、しんの上にのっていないかを^ 一 A • 二 
必ず確かめて扉を閉めてください。 下ノ て 


滞内 


/ しん調節つまみ 


しん調節つまみ（下側の« 
つまみ）を、ゆっくり押し r 
下げる。 源占 TT 

扉を開けしん調節つまみを r 点义」 广一')’ 1^ r 

のち 向け） に、ゆっくり止まる ま む^ 

で巧し下げてから、手をゆっくり ■ 一一 

はなしてください。 （ しんが上びり 

ます。） /U ん調節っまみ 

>マッチや巿販の点乂用ラ ご"^''^ 

■ イター•で点乂ずる。 1'~1 

♦ガードを開けて、燃焼筒つまみ^ 

をちか左に斬かしてから、持ち细^ 
上げ、マッチや市贩の点火用ラ 
イターなどを使ってしんに乂を^ 
着けてください。 ノ わ 

•たばこ用のライターで点义しな グ 

いで < ださい。 

•マッチで点乂した場さは、マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
巧に落としたり、畳台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や义がの原因になりまず。 

5燃焼筒のセットを確認ずる。 

-お願い- 

燃焼筒のセットは必ず確認して<ださい。ズレていると 

煙やずずび出て、室のを巧ずおそれびありまず。 


二ご為心 ^^^ 


•火び着いたことを確認したら、 i fa 

.燃焼筒っ麦置費質門 • j '* 3置 

動かし、燃焼筒か正しくしん調 
節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ずブ^ <X - 

確びめて扉を閉めてください。 ' 、ノ ♦ 
ガードを閉じてください。 ノ 

•マッ チや点火用ライターで点乂 
したときは、火が着いたことを確認したら、しん調節 
つまみを少、しだけ（点火した火び消えない程度に）消 
义の方向に戻してみて、引っかかりびなくスムースに 
しんび下げ sri ることを確認してから、ちラー度しん 
を上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに戻らないとさは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直して<ださい。 


使いかた 


使いかた 






使いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


炎の調節は、自動でおこなう省エネセンサー装置(自動しん降下装置)と、しん調節つまみを上下しておこな 
う調節の2通りの方法でおこなうことびでをまず。 

I 省エネセンサー装置（自動しん P ま下装置)で、おを調節ずるとさは、省エネセンヴー装置の使いかた（9、1日 
ページ）および、省エネセンサー装置の取扱い上のま意 (10 ぺージ)を参照してください。 

I しん調節つまみを上下して炎を調節するとさは、をよ<見て、ぶ、ず正常燃焼の範囲で使用して 
ください。（炎を調節すると、燃焼確認窓の r カラーサイン」を連動して動をます。） 


炎の状態】 


最大正常燃焼のとをのがの長さは、内炎板か百！〜2加です 


異 常 


正 常 


正 常 


異 常 




しんの上げずぎ 
(おげ大き < 伸びている） 

ずずや一酸化炭素び 
を < 発生する 


最大正常燃焼 

おび内炎板から 
1〜 2 cm 出る状態 


I 


最ル正常燃焼 

赤熱部全体びホ熱して 
がびかし出ている状態 



しんの下げずざ 
(赤熱部が巧分に赤熱しない） 

においや一酸化炭素び 
をく発生する 


® がの大きさは上図のよラに、正常燃焼の軍百囲でご使用<ださい。 

•点义を5分ほどで、燃焼茵の下部び徐々に赤熱し(ホくなる)、がび上びってさます。 

1日分ほどで、がは全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを上下して炎を調節してください, 


に ii 


•がの調節は、燃焼確認風こ r カラーサイン」の「赤色」び見えている節囲でおこなってくだごい。 
•がは全周均一には揃いません。上図 なお ■ の絵のぶラに4つに割れます。前ををちに 
伸びた炎の畏さは、それぞれ異な D ますび、その比率び1巧2.日く 5いでを正常です。 


/しん阐節ごまみ 
燃焼確認ち 



/カラーサイン 


乂力を弱くずる場合のを意 


• 乂力を蘭くした場合でを、燃焼筒の下部のホ熱部び、巧おに赤熱している状態で使用して<ださい。 

•あまり义力を弱くすると.においや一酸化炭素び多く発生し、しんに夕ールび付麗します。 

しんの高さ調節（でるでる お）について 

炎の大ささは、使巧時間の経過につれて、燃焼筒の醒化、耐熱しんの莫化によってルさくなって<ることびあります。 

しん調節つまみを巧し下げ(省エネセンサー装置のカラーサインはグレー)、しんを最大に上げた状態にしても、がび大きくな5 
ないとさ、または、省エネセンサー装置び作動したとさ(カラーヴインは緑色）に、燃焼筒の下部の赤熱部び巧分にホ熱しない場 
合は、11、じページの I でるでるおの巧いかた] の頂を養:照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質灯油や不純なミ由を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大さくならないととをに、しん 
の上下操作び重くなります。このよラなときは、1日べージ rwiio しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをして 
くださし、。 

省エネセンサー装置（自動しん降下装置）の使いかた 


•省エネセンサー装置は、ス I -一 三—本体内に装備した温度検知素子(サ ー= スタ）によって、ストーブ付近の温度を検出ずる 
とともに、「室温設定つまみ」の示す目盛の温度が上になると、自動のにしんび下びって弱燃焼（最大正常燃巧が態から約 
25〜3096低下した燃焼状態）に切り替わる装置です。切り替わる時に、しんを下げるたゆ「ガチャン」と作動音びしますび 
正常です。まむしてお使いくださし、。 

•乾電池を取り巧けていないと省エネセンヴー装置は使えません。 







室温設定つまみ_ 

つまみを回して、溫度を設定します。 


省エネセンサー装置のカラーサイン_ 
■セットずると r グレー」にな D まず。_ 
■作動すると、解除されて r 緑色」にな0 


室る检を 


省エネセンサー装置をセットずる。 

省エネセンサー装置は、しん調節つまみを下へ止まるまで巧し下げるとセットされます。 
(点火操作をすると、省エネセンサー装置びセットされます。） 

•このとき、省エネセンサー装置の「カラーサイン」は、「グレー」になります。 


点乂つまみ 


I に腺 





室温設定つまみを回して、温度を設定する。 

省エネセンサー装置の r 室温設定つまみ」を回して、 r 適 J 表示の酷囲内に温度を設定:してください。 


I 温度目盛 


約20〜24で巧囲 


I 約30で 


あ I 約1日で _ I 

•ス I ''ーブ付近の温度と室温とは異な日ますので、目をとしてお使い<ださい。 

ストーブ付近の温度が室溫設定の温度よ0高くなると、省エネセンサー装置び作動して、自動的に弱 
燃焼に切り替りります。この時に、しんを下げるため「ガチャン」と作動音びします。そして省エネセ 
ンヴー装歷のセツトは解除されます。 

•このとき、省エネセンヴー装置の r カラーサイン」は、 r 縁を」になります。 


省エネセンヴー装置の取扱い上のを意 


ストーブを、巧気力一ぺットや床暖房の上では使用しないでください。 

省エネセンサー装固の温度検巧累テ(ヴー5スタ)び、電気カーペットや床暖房の熱を感知して、省ェ 
ネセンサー装置び誤作動することびあごます。 


/しん南節つまみ 
室温設定つまみ 


省エネセンサー装 a び、室温設定の温度で作動(カラーサインは r 緑色」）した 
をは、しん調節つまみでたを大をく調節してを、自動的にしんび下びって弱 
燃焼になってしまいます。 

•がを大さくしたい場合は、 

①「室温設定つまみ」を r 高」方向へかし回して、室湿設定の湿度を离くして 
くだごい。 

⑤しん調節つまみを押し下げて、省エネセンヴー装置を再セットしてくだ 
さし、 

⑤しん調節つまみを上下して、炎を調節してくださし、。 


室ミ豆設定つまみ 


龍 




/しん閱節ごまみ 


点义時、または省エネセンサー装苗を再セットしたとき、がび大きくなる前に省エネセンサー装置び 
作動して、弱燃焼になってしまラ場合は、省エネセンサー装置の室温設定の温度び低すぎるためでず。 
•このよラな場合は、 

①「室ミ豆設定つまみ」を r 高」方向へかし回して、室温設定の温度を高くしてください。 

③しん調節つまみを巧し下げて、省エネセンサー装置を再セットしてください。 

しんにを里のタールが巧唐したり、水を音んだりすると、省エネセンヴー装置び作動してち、しんび 
下びらなくなります。（作動の r カチ、カチ、カチ」という機械音び連続し、乾空地が急激に消巧しまず。） 

• このよラな場合は、 

① 速やかに、しん調節つまみを引き上げて消火してください。 

② 乾輩池を電池ケースから取りはずしてから、しんの手入れ(化ページ I しんの手入れをずる 1 参照） 

をおこなってくださし、。 

乾電池げ消韩して垂圧が‘お下ずると、省エネセンサー装置び作動してち、しんび下びらなくなります。,一一- 

(作動の r カチ、カチ、カチ J という機が音び連続しまず。） 

•このような場合は、 な而 

①しん調節つまみを引き上げて消火してください。 ^ 

⑤単二形乾里池 （4 個）を、新しい乾電池に交換してください。 タク 


しん調節つまみ 









ミいかた 


消火のしかた 


A 警告 


寝るときや外出ずるとをは、おず义が消えていることを確認してください。 
予想しない事故が発生ずるおそれがありまず。 


〇 


通常の消义の場を 


消义レバーを、ゆっくり巧し下げる。 

消乂レバーを、止まるまでゆっ <D 巧し下げて消乂します。 
(速く下げると、においび出やすくなります。） 


消义レバー 



消乂を確認する。 

• においを少なくするため、3〜5分程燃、焼(がび一部残る）して消火します。消义を確認しでくだ 
ごい。 

•消乂確認窓の「カラーヴイン」の「ホ色 J びなくなったことを確認して < ださい。 


しん巧節ごまみ 


緊急の消义の場合 


@しん調節つまみを引き上げる。 

扉を開き、しん調節つまみを、 r 緊急消义 J の位固まで止まるまで強く引を上げると，消火します。 

火び消えたことを必ず確認してください。 

(このとを急速に消火ごせるたゆ、すすや臭気び発生することびあります。） 

•しん調節つまみを引を上げても、操作が重くて、 r 緊急消义 J の位垣まで引き上げ5れず、消义でをない 
場さは、油タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしきってください 

•時間に杀裕がない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯（200の6程度)の水をかけて消义し品可7^ 
て < ださい。 TT" 

?J< をかけると水蒸気が出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないように、手1 ( 

おをはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざら巧の水 f 

の入ったな油を抜き、しん巧換ぴ必要でず。_ _ _ J 

■しんげ下び6ない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、かを含んでいることがありまずので、しん 
の手入れ (16 ページ参照)をおこなうか、新しいしんに交換してください。 


消乂後再点火するとさの注意 


消火後、約5分間は再点义しないでください。燃焼筒び冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり. 
点火しないことびあります 


でるでる芯の使いかた 


燃焼筒やしんの劣化などで、しんをいっぱい上げても炎び大さくならないとさは、でるでるつまみを操作して、 

しんの高さの調節びでさます。 

/-お願い- 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したとさなど炎び充分に出ているときに、でるでるつまみを③や 
③へずらすと炎び大をくなりすざ、ずすび発生することびあります。 

がび大きくな b ない時 t ソ外は、でるでるつまみを①で使用してください。 

•不良巧油や変質の油を使用して、しんに水やタールび付着したとさは効果びない場合びあ D ます。その場合は化ページこし 
んの手入れをずるIの項を参照してしんの手入れをしてください。それでを良くな5ない場合は、しんを交換してください。 




•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
0、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因にな D ます] 


•欠けたり、割れたりしていませんか。 •お買い求めの販売店に相談して、新しい外商（ガラ 

[異常燃焼の原因になります] ス）に交換してください。 


•油漏れはあ D ませんか。 •油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 

[乂災の原因になります] 求めの販売店に修理依頼をしてください。 


• ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因に r よ D ます] 


•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでくださし、。 


点検窗巧 


ストーブ① 
周囲 

油こぼれ 
ミ由たまり 
ミ由にじみ 


ミ由漏れ 


が茵 

(ガラス） 


巧巧自動消火装圓ま、ストーブ本体が地震(巧度約5 W 上)や強い振動、衝擊を受けたとき、义災などのを険を防ぐために自動 
的に消义をせる安全装置でず。 

地巧によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど異常びな 
いことを確認した後、再点火してください。 


•通常の使用時には、消火レバーで消乂してください。消义の都度に巧袋吕動消火装画を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、消乂レバーで消火したを、歷台をゆすって巧喪自動消火装置を 
作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないとさは、巧留自動ミ肖乂装置を作動させ、しんを亮全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放慰しますと、巧巧自動ミ肖乂装置の寿命に悪影嚮をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛耻-鍋物の煮たさ(保温)に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールび付證して固くなっていたり、かを含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧度自動消义装置び作動しても 
消火性能び著しく悪くな0、乂がの原因になります。 


点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


しん調節つまみを r 緊急消火」の位置まで引き上げる。 

(しんを下げたが態にします。） 


でるでるつまみ 



r でるでる忍」の溝の中のでるでるつまみを、①か！5霞へ、霞か6③へず5ず。 巧瓦み W でるでる 

①か5③ へ、 ②から③ へず 6すことにより、しんの高さを各々約 2 mm 高くすることびでき、炎び ①◎⑤阿 T つまみ 
大きくなります。 f ~ 

逆に、炎をルさくずるときは、③を②に、②を①に変えます。 C^x 


-お願い--- 

でるでるつまみを操作ずるとをに、少し重い部分がありますので、誤ってず6しずざないようにミ主意しておこなってくださ 


でるでるつまみのな匯 

の 

を 

rf ) 

しんの高さ 

約8麵 

約10 mm 

約12 mm 


使うたびに 


病巧巧容 


姐田方法 


*ス1'ーブを消义し、本体の温度び巧分に下びってか6おこなってください。 
•手をけびしないように、手袋をはめておこなつてください。 

* 巧巧自動消义装置の取りはずし、巧おはおこなわないでください。 


タオ震自動消乂装置 



だ。どり 
ん S な取 
じさ部、 
にだ弁を 
、く、ど 
〇てのな 
たつ金み 
つ取□ご 
まさ□る。 
たふ油いい 
、に給てさ 
りいのつだ 
たれクまく 
れをンさて 
，まま夕まい 
こ油油に除 
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点検•手入れのしかた 


1箇月に1回む上 


な巧窗巧 

点巧巧客 

ほこり 

燃烧用空気 
取入れ部 
(しん案の 
筒下部） 

•反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入 D こんでいま 
せんか。 

[異箱燃焼や义災の原因になりまず] 

巧巧自動 
消义装面 

•しん調節つまみを押し下げてしんを上げてから、置台 
をゆすると、巧裝自動消火装置び作動し、そのとをし 
んび下がり、しん調節つまみび r 緊急消火」の位置に戻 
りますか。 

[確実に消火することを確認] 


い箇月に1回似上 




燃規筒 


感巧部 


点な巧客 


•点火プラグのスパーク音(メ□ディー音)は、「ピィー」 
と鳴 D ますか。 

[乾輩池の輩圧(消耗)点検] 


• 燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび巧證していま 
はんか。 

[異常燃焼の原因にな0ます] 


•しんの先端にタールびイ寸禮して、固<なっていません 
か。 

★しんにタールび付清していると、巧のような不具合 
が発生しまず。 

■消火操作をしてを、しんび下びらず、消ルしない。 
•しん上下の操作び重<、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点乂しない。 

•燃焼筒び赤熱しなかった D 、 燃焼中ににおいびする。 


»感發部にごみの付着や錯はあり 
ませんび。 

[巧裝自動消火装置が正しく作動 
しません] 




処田方ま 


•16 ぺージの はの取りはず 1、 一し 

しかた」の1〜5項を参照し 
て本体を取りはずし、置台と 
油受けざらの隙間（特にしん J 

案內筒の下部）のほこり' ご< 

みなどを取りのぞいてくださ 

し、。 輩気掃除機で吸い取るの しん案の商の下\ 

ち鋪果的でず。 

• しん調節つまみび r 緊急消义」の位置に戻らない場合 
は、しん、感巧部の項の点検をして< ださい。 

• 販売店に修理依頼をして < ださい。 


処■方巧 


• 音びかすれる場合は奪圧び下びつています。 
幸斤しい乾聖池に交撰して < ださい。 


•ブラシなどを使って、燃そかすや、すすを取 D 除を、 
をれいに掃除してくださし、。 


•夕ールび付着している場合は、16ぺージ [liwilo し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこな 

3〔く抗し、。 ——ぉ願ぃ- 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなじな 
いで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない場合は、 
新しいしんに交換してください。 I 

•ごみやほこりは、やわらかい巧できれいにふき取っ 
て < ださい。 

•謂びる壺に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を巧頼してください。 


点义プラグ•点火プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。•点义プラグが巧れているとさは、下記に従って点义 
•点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 プラグの掃除をしてください。 

[点乂不良の原因になります] •点乂プラグびしんにくい込んでいるときは 、 ruh 

の修正1をして < ださし、。 


•ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、 

点火プラグの電極や碍子部分に巧着した巧れを取 D 除いて<ださい。 

•掃除が終りました5、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り\ C 

付け、乾電泡を取り付けて正常に点火するかどラか確認して<ださい。 L 

•点火しにくかったり、点义しない場合は、 ri 7 んの修正 I をするか、をラー oJw—J 
度されいに掃除し直してください。 

又、しんの手入れ（か6焼をクリー ニン グ）をおこなラと、点火プラグに付着した^ 
ちれび取れやずくな D ます。 （1 目ぺージ [ SS 10 しんの手入れをする参照） 

广 -しんの修止- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂プラグ近くのしんの側面を内側に、割り善などで ^ 
軽く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

• ■•度しんを下げてか S 燃焼筒をのせ、点乂してください。 〜 


^ へ \ \ ' . 

をの部分を巧除ずる 


しんに接勘している. 
各しんからおれていを 


♦ " t 亀 C \' \ バ 

しんと点义プラグの間をかし離す 


3 












- - ■■■ _ 

1111 

日日国目 

11111 

■■■■■ 

日日日 ■■ 

BBBMM 

11111 

田田宜 

11111 

IIIBI 


11111 

11111 




»この表むかの不具合びあるとをや、処置ち法により処置をしても良 < ならないときは、使用を中止し、お買上げの販売店にごホ目談ください。 


いる。 


就に巧グび破損していないか確かめる。 
(破損している塌合は版売店に连格ずる) 

しんの修正をずる。 

点乂プラグを掃除する。 （13 ページ参照） 

コードの端子部と差し込み部の色を合 
わせて差し込む。 

新しい乾單池に交換する。 

その他は販売店に連絡する。 


コードびはずれているとをは正し < 差し 
込む。 

その他は販売店に連給する。_ 

ショートしないよラになおず。 

不日月の時は販売店に連絡する。 


新しい乾霉池に交換する。 
正しく入れ直す。 


給油□□金を正しいをのにおり換える。 
(7 ぺージ参照） 


正常な灯油に巧換する。 


しんにタールびつ<原因となるので正 
常な灯油に交換する。 


か筒（ガラス）を交換する。 


しん調節器の上面にタールびついてい 
ないか。又は燃焼筒下部に不揃いびな 
いかを調べる。 


点乂してから必ず燃焼筒つまみを持つ 
て左ちに2〜3回軟かす。 


しんの手入れ（か6焼をク IJ — ニング) 
をする。または、新しいしんと交換する。 
油受けざ6、油タンク内の巧油を正常 
な丹油に交換する。 


しんを下げて、がを調節する。 


故障 • 異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 


_ 定期点検のおず ずめ （2 シーズンに1回)_ 

長期間ご使用になりますと，機器の点横び必要でず。2年に1回程度、シース•ン終了後などに、お買上げ店、または、修理資格者 
[(財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこな5技術管理講警会修了者(石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


しんの出過ぎ。 


しんの出びかなし\ 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら巧に水び入っている。 


しんに夕ールびついている。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


しん調節器と燃眺筒との間にすを間 
びある。 


巧■茵（ガラス）にひびや割れびある。 


巧油が変質している。（巧れた油や 
ポ IJ 容器で1年間持ち越した油など） 


灯油びがやごみを含んでいる。 


給油□□金び間違っている。 


乾里池び消耗している。 


正しく入れていない。 


点火装置のコードびはずれている。 


の圓田■の 



BBIIII 

■■ 

■BIBB 

IlliBB 

■ 

BBIIII 


11111 


点火装置びシヨート(短絡）している。 

〇 






点义プラグの單極び正常でない。 

日 

1 

1 

1 

■ 

■ 


点乂プラグびしんにくい込んでいる。 
点火プラグび巧れている。 




製品内部に、ほこり、ごみびたまって 




省妾センサー 


火の回りび遅い 


しん上下の操作び重： 


しんび下びらな ： S 


炎びかたよる 


ホ火や、すすび出て燃える 


ベ人び大さ < ならな5.消无てしまラ 


占火しない. 


故障.異常箇所 


お手入れ•保管 










































部品交換のしかた 



商品コード:1112220目 


替えしん、が筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 

I 部品が販売店にない場合は、別紙の 談窓口一 芭 I までお問い合わせください 


A しんなどの交換部品は、おずトヨストーブ純正部品(指定部品)を梗用してください。 

胃 純正部品を使用しないと、ストーブの'性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発 

生ずるおそれびありまず。 


部品交換のときの注意 


I ご自分で部品な換される場合は、下記の頃目を守り、やけどや感要、けびなどしないようま意しておこなつてください。 

①手をやけどしないように、ス!ブは消乂し、温度び充分下びるまで待つてくだごい。 

⑤感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてくださし、。 

③手をけげしないように、手袋をはめてください。 

1不完全な修理は危険でず。お買上げの販売店か、（財)日本石ミ由燃焼機器保守協をでおこなラ巧術管理講智会修了ち(石油機器巧 
術管理±)などのいるお壳店で修理依頼されることをおずすめします 


しんの交換のしかた 


トヨス!-ーブ純正避合しん 

トヨ耐熱しん第27種 r 商品コード:11023307 


外筒（大）の交換のしかた 


しんの交換ち法•ミ主意内容は、耐熱し 
んに流付されているお扱説明書をお読 
みください。 


J 旧適合検査合格品はこの 
マークび貼ってあ D ます。 
マークのを彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


適含外筒（大） I 却品コード:11020802 I 1 

•が筒(大)が割れたり、ありやミちれがふを取れない場合は、交換してください。 一 

が筒(大)はガラス觀ですか5、けびをしないぶラに、取り扱いに注意して<ださい。 、 

1ガードを開いて、‘燃焼筒を取0出しまず。 - 

2 が筒キャップの巧側のつめを、マイナスドライバーなどで超こし、か筒キャップをおりは3 
ずしてから、ちい列簡(大)を取りはずします。 . 

0 新しいが筒(大)を、ゆっくりとはめ这おます。 

4 2項ではずしたか筒キャップを燃焼筒ガードにかぶせ、外筒キヤップのつめを3箇所づつ 
押さえ固をします。 


2 か筒キャップ 


燃焼筒の交換のしかた 


I 燃焼筒の巧炎筒•列•が筒などび変形した場合や、外筒(ガラス）び割れたりした場合は、お 
買上げの販売店、または、別紙の揉巧設お口一巧]ぎでお問い合わはくだごい。 


点乂プラグの交換のしかた 

•点义プラグを交換ずるときは、お買上げの販売店または、別紙の I お宮様相談窓 □-巧 I までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ページ 池を取り付ける I を参照して、おず4個とも市販の新しい乾電地〔単二形乾電池〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾蜜池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び磯っていれば他の製品に使巧でさまずので、再利用 
されることをおすすめします。 








保管（長期間使用しない場合) 


油タンク内の口油を抜を 
取る。 

ストーブか6油タンクを取り出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク巧の巧油を抜き取ってくだ 
ごい。 

•わずかに残ったな油は、油タン 
クに給油ロロ金を取り付け、油 
受けを本巧の中から取 D 出して 
給油□□金に巧し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
ごい。 

電ミ也ケースから乾聖池を、取り出 
して<ださい 


扉を開け、しん調節つまみを r 緊 
急消火」の位置まで引さ上げて< 
だごい。 



• -お願い-^ 

r ミ豆調作動板」がセツトされていないと、省エネセンヴー 
装置のカラーサインび正し<動きませんので、必ずセツ 
卜してか6、本体をかぶせてぐださい。 

^- ) 

8 本体をかぶせてください。本体両側面と背面を、止めね 
じ3本で固定してください。 





9 燃焼筒を正しくセットし、ガードを閉じてから、油タン 
クを入れてください。 



推 I "'掛 



ガードを開いて、燃焼筒を取り出 
してください。 



本体の両側面と背面にある止めにじ3本を、取りはずし 
てください。本体を、ゆつく D と上方に持ち上げて取り 
はずして < ださい。 



油受けざ日內の灼■油を抜 M 

き取る。 ^ 

油受けをおり出してから、巧受け\ \ 

ざら巧の丹油を市版の給油ポンプ^ 

(手動式)でおを取ってくだごい。 

•ミ由タンク、油受けざらにかやご 
みび残ったまま保管すると、鐘 巧^^ 
や巧あさの原因にな0ます。さ \ミ由をけ 

れいな巧油ですすぎ洗いをして 
<ださい。残った巧油は、巧切 
れなどで瞄い取って < ださい。 

r 感展部」を押して消火装置を作動させて、 r 温調作動;反 J 
びセツトされてレることを腊認してください。 

■温調作動そ反のセツト状態 感壁舉 

{ ~温調作動板~1 w\J 


10 I しんの手入れをずる。（か6焼きク ij - ニング） 

I 通南使用時にしんぴ下び5な< なったとさにを巧って < だごい。 

( -お願い- N 

• しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

• しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださし、。 

V J 

• しんの先端び固くなっている時 L 

は、ラジオペンチなどで固い部 C 

おを輕くつぶしてからおこなっ ' Bb . 

てください。 /二^^^^ 

①通常の点火操作をして、正しく 
賺させてください。 ( v ' 

霞乂力ぴ/」せくな〇た5、しんを 
一杯に上げて自然に消乂するま 
で燃やしきってくださし、。 

11電池ケースか!5乾電池を取りはずず。 

( -お願い- N 

•乾蛮地を取りつけたままな管ずると、液漏れしてスト 
ーブを腐食させることびあります。 

、 ___ __ J 

1?対震自動消火装置を作動させる。 

Ik 巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 

くださし、。 

13点検、掃除をずる。 

■ W ①12、13ぺージの •手入れのしかを I の項目にし 
たびって、点檢手入れ、掃除をしてください。 

③ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるを 
のは新しいちのに交換してください。 

⑤ストープの巧れは、めれたなでふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取口除いてください。 


お手入れ 


16 


















s 管(長期間使用しない場合） • 巧妻ずるとき-仕様 


14 収納する。 

■ ，①口金開閉具は紛失しないように、本体背面の油タンク側上部にある 「 T 」 形巧に引つ掛けて保管し 
て < ださい。 

□金開閉具についた打油は、よく&き巧つてくだごい。 

②包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管して<ださい。 

「取扱説明書」や r 保証書」も忘れずに大切に保管してください。 

/-お願い-^ 

•高温を湿、直が日光の当たる場前こは、保管しないでください。 

鐘が出たり、樹脂部品びをおする原因になります。 

•ミ由タンクは巧;‘由を巧き、本体にセツトして保管してください。 


•灯ミ由は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）よラにしてください。 

•取0はずした乾電池は表おしてある使用推奨期限内は電池能力びのこっていれば他の製品に使用でをますので、再利用される 
ことをおすすめします。 


T お巧 



廃棄ずるとを 


16ぺ~ジ rro (長巧間使用 しな い巧さ） I の1〜日頂を参照して、油タンク、油受けざ5內の口巧を抜き取り、輩ミ也ケースから乾輩 
池を巧0はずして廃棄して < だでい。 


仕様 


f 型式の呼 


RC -328 SE 

がお寸法 

(窗台を含む） 

离さ 

454.5 mm 


種 


類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

幅 

562 mm 

しん式’放が形 

興行 

279 mm 

点 乂 

ち 

式 

題池点火〔単二形乾電池4個1別売〕 

質 


里 

約10.已 kg 

使用 

燃 

料 

灯油 ( J に1号） 


種 

巧 

普通筒しん 

最大燃料消費 里 

0.313 L/h 


お4 

トヨ耐熱しん第27種 

暖房 

出 

力 

3,22 kW 

しん 

呼び 

內径 

85 mm 

ミ巧タン 

ク宮 

里 

4.0 L 


原さ 

2.5 mm 

燃焼継 

続時 

間 

約13時間 


ん立 

吸上置 

200% 





安 

全装置 

巧巧自動;肖火装置（しん降下式） 





附 

馬 

晶 

口を開閉具 （1 個） 

J 






























アフターヴ-"ビス 


保証について 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事頂を記入してお;庭ししますので、お受け取りください。記載内容をご確認のうえ大 
切に保管してください。 

★お証期間は、お買上げの曰より1年間です。 

f -お願い-^ 

つぎのよラな原因にぶる故障おぶび事がにつさましては、保証の対象となじませんのでごま意<ださい。 

(1) 変質な油や不純灯ミ由など、また打油しソがの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品政かのをのを使用したり、しんに夕ールび付着したり、かを吸ったり、乾電池の輩圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾輩池、しん、点火ヒーター)の故障。 

(己）この取扱説明書や、ま意書、ラベル類による指示、危険.警普-ミ主意.お願い事項び守5れず、誤った使い方をされた 
場合のお障や事故。 

•その他詳細の保記内容については、保記書の記載内容をご質<ださい。 


修理を依頼ずるとさ 


• r 故障-異常の見分けかたと処置方法」 （14 ページ)に従って、お調べ<ださい。 

直5ないとさは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡<ださし、。 
• ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ(自然通気お開な式石油ストーブ） 

⑤型式の呼び… RC -328 S 巨 
⑤お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ.おところ，輩語番号 


•修理に際しましては、保泣書をご提おください。保卽害の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
•イ呆泣期間び過ざていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご斋望によ0有料で修理ごせていただをます。 
•修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成ご打ています。 


A 注意 

幢理•引越しなどで1ストーブを運搬される場合は、里地ケースか6乾里池を取りはずして、 

A 

油タンクを巧を、油夏けざ6のな油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 

指示 




補修用性能部品について 


•石ミ由ストーブの補修巧性能部品の保有期間は製造巧切 D 後日年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な郭品です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについて わからない場合は、お買上げの販売店、または、もよりの み'き插巧認窓 □_ の （別紙参照)までお 
問い合わせください。 


お手入れ.保管 


id 




お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

RC -328 SE 

お買上げ年月日 

'S 

年月 曰 

お買上げ店名 

(電話番号 ）（ ） 一 

J 


株式会社 

本 社 ちち屋市瑞穂区桃園町日ま] 7号 
干467-白8已已 TEL 〈〇已2〉822—]144 
FAX <052)822-2742 






